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と き：平成２４年１０月２５日（木） 

        １０時００分～正午 

ところ：ホテル大阪ベイタワー（２２階 青雲の間） 

 

 

 

次  第 

 

１ 開  会 

 

２ 議  事 

(1)  林地開発許可について 

 

３ 報告事項 

(1)  新たな森林保全システムの取組状況について 

 

４ 閉  会 



大阪府森林審議会 森林保全整備部会（第７回） 

 

配布資料一覧 

 

○次第 

○大阪府森林審議会規程、委員名簿 

○配席図 

 

○諮問書（写）「林地開発許可について」 

 

○資料１ 林地開発行為計画書 

 

○資料２ 新たな森林保全システムの取組状況について 

 

○新たな森林保全システムの構築（答申） 



大阪府森林審議会規程 
 

（趣 旨） 

第１条 この規程は、森林法に基づく大阪府森林審議会（以下「審議会」という。）の

運営に関し必要な事項を定めるものとする。 

（会 長） 

第２条 審議会に会長を置き、委員のうちから委員が互選した者をもって充てる。 

２ 会長は、会務を総理し、審議会を代表する。 

３ 会長に事故があるときは、委員が互選したものがその職務を代行する。 

（会議の招集） 

第３条 審議会は会長が必要と認めるとき、又は委員総数の３分の１以上の委員の要請

があったとき、会長がこれを召集する。 

２ 会長は審議会を招集しようとするときはその会日の３日前までに、会議の日時、場

所、議案その他必要な事項を委員に通知しなければならない。 

（会議の定数） 

第４条 審議会は委員の２分の１以上が出席しなければ会議を開くことができない。 

（議 事） 

第５条 審議会の会議は会長がその議長となる。 

２ 審議会の議事は出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するとこ

ろによる。 

３ 前項の場合においては、議長は、委員として議決に加わることはできない。 

（部 会） 

第６条 審議会の森林保全整備部会（以下「部会」という。）を置き、部会長のほか７

名の委員をもって組織する。 

２ 部会長は、会長が指名する委員をもって充てる。 

３ 部会に属する委員は、会長が指名する。 

４ 部会の会議については、第２条から第５条までの規程を準用する。 

（部会の議決事項） 

第７条 部会は、次に揚げる事項について議決することができる。 

一 林地の開発の調整に関する事項 

二 保安林の指定解除に関する事項 

三 森林病害虫の防除対策に関する事項 

四 林業振興地域の整備育成に関する重要事項 

五 林業構造改善に関する事項 

２ 前項各号に掲げる事項についての部会の議決は、これを審議会の議決とする。但し、

会長は次期審議会において、これを報告しなければならない。 



 

（部会の特例） 

第８条 会長は、緊急の必要があり部会を招集する暇のない場合その他やむをえない事

由のある場合は、第６条第４項の規程にかかわらず各委員の意見を個別に聴取

し部会の会議に代えることができる。 

２ 第４条及び第５条の規程は、前項の場合について準用する。 

（委 任） 

第９条 この規程の定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は会長が定める。 

 

附則  この規程は、平成３年１１月１日から施行する。 

 

附則  この規程は、平成１４年１１月１日から施行する。 

 

附則  この規程は、平成２２年９月３０日から施行する。 

 

大阪府森林審議会 委員名簿 

               平成２４年１０月２５日現在（５０音順 敬称略） 

 岡崎 純子 大阪教育大学准教授 

○ 奥野 壽一 大阪府指導林家 

○ 越井 健 社団法人大阪府木材連合会理事兼相談役 

○ 小杉 緑子 京都大学大学院農学研究科助教 

○ 坂野上 なお 京都大学フィールド科学教育研究センター助教 

 芝田 啓治 河内長野市長 

 真銅 裕子 株式会社 ＹＵＡＮ ＡＲＣＨＩＴＥＣＴＳ代表取締役 

 花田 眞理子 大阪産業大学教授 

☆ 古川 光和 大阪府森林組合代表理事組合長 

 前川 泰一朗 近畿中国森林管理局長 

◎ 増田 昇 大阪府立大学大学院教授 

 松本 昌親 千早赤阪村長 

○ 水原 邦夫 京都府立大学名誉教授 

 宮前 保子 財団法人国際花と緑の博覧会協会専務理事 

○ 吉田 昌之 京都大学名誉教授 

   ☆は会長兼森林保全整備部会委員、◎は部会長、○は部会に属する委員 


